
一…市の人口と世帯数-----

5月1日現在 前月比

人口 31，555人 （＋26）

男 15， 467人 （＋8）

女 16, 088人 (+18)

世帯 8，718世帯 （＋29）』

'78
五月晴れ

親子そろって楽しい1日を

「楽しく遊ぼうみんなの広場」が、 さる5月14日（母

の日）に市営野球場を1日開放して開かれました。

この日は、 5月晴れのよい天気にめぐまれ家族連れや

ちびっこなど約5,000人が参加しました。

この催しは、今年から市民が中心となっている「楽し

く遊ぼうみんなの広場実行委員会」が企匡,したもので、

午前10時開場と同時に外野に設けられたく<承る、きく広

場”面つくる広場,， ．遊びの広場" tt安全の広場”の4つ

のコーナーでそれぞれ思い思いに楽しい1日をすごしま

した。
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高萩市市民憲章

自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう

ｐ
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茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は（3） 1151 ． 1152です。
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市内にインターチエンヂ’ ｊ
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路
線
の
あ
ら
ま
し

常
磐
自
動
車
道
三
郷
い
わ
き
線
は
、

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
（
昭

和
説
年
４
月
略
日
公
布
）
に
基
づ
い
て

建
設
さ
れ
る
も
の
で
、
埼
玉
県
三
郷
市

か
ら
福
島
県
い
わ
き
市
を
連
絡
す
る
総

延
長
約
１
８
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
高
速

自
動
車
国
道
で
す
。
市
内
を
通
過
す

る
路
線
は
、
秋
山
、
上
手
綱
地
区
の
６

・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
車
線
は
上

や
櫓、 〆3〆〆

一I

こ
の
ほ
ど
、
常
磐
自
動
車
道
の
路
線
（
日
立
市
砂
沢
町
か
ら
北
茨
城
市
関
本

町
ま
で
約
２
６
．
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
が
発
表
さ
れ
、
市
内
の
通
過
位
置
が

き
め
ら
れ
ま
し
た
。

一

ー

下
二
車
線
ず
つ
四
車
線
道
路
で
、
設
計

速
度
は
時
速
１
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
市
内
に
は
、
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設
け
ら
れ
る
予
定

で
す
。路
線
発
表
ま
で
の
経
過

こ
れ
ま
で
に
い
た
る
経
過
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昭
和
虹
年
７
月
１
日
に
法
律

（
国
土
開
発
幹
線
建
設
法
）
に
よ
り
●

■
”
三
郷
市
か
ら
福
島
県
い
わ
き
市
ま 一

で
の
建
設
路
線
の
予
定
が
決
ま
り
ま
し

た
。
昭
和
妬
年
６
月
８
日
に
千
代
田
村
か

ら
い
わ
き
市
ま
で
の
１
２
３
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
基
本
計
画
が
告
示
さ
れ
て
、
昭

和
妃
年
叩
月
四
日
に
日
立
市
か
ら
い
わ

き
市
ま
で
の
別
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
整
備

計
画
が
決
る
と
同
時
に
建
設
大
臣
か
ら

日
本
道
路
公
団
に
施
行
命
令
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

昭
和
卿
年
５
月
１
日
に
日
本
道
路
公

団
の
東
京
第
一
建
設
局
日
立
工
事
事
務

所
が
設
置
さ
れ
、
本
年
５
月
郡
日
に
日

立
市
砂
沢
町
か
ら
北
茨
城
市
関
本
町
ま

で
の
約
茄
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
路
線

が
、
今
回
、
実
施
計
画
の
建
設
大
臣
の

認
可
を
経
て
、
５
万
分
の
１
の
地
図
で

発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
の
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

路
線
発
表
後
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
の
あ

る
部
落
ご
と
に
公
団
側
か
ら
の
説
明
会

が
持
た
れ
、
地
元
地
権
者
の
了
解
を
得

て
中
心
杭
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
の
あ

と
地
元
と
設
計
上
の
細
部
に
わ
た
っ
て

協
議
が
持
た
れ
、
設
計
協
議
の
完
了
後

に
巾
杭
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
、
用
地
買

収
が
完
了
し
た
後
で
工
事
の
着
手
に
な

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

常
磐
自
動
車
道
の
問
い
合
わ
せ
先

日
本
道
路
公
団
日
立
工
事
事
務
所

日
立
（
弱
）
４
０
５
８

県
庁
土
木
部
高
速
道
路
課

水
戸
（
皿
）
６
１
１
１
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円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
は

１
人
に
つ
き
３
千
円
と
し
て
計
算
し
た

金
額
で
す
。
た
だ
し
、
昭
和
詑
年
分
の

所
得
税
額
の
方
が
少
な
い
と
き
は
、
そ

の
税
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

還
付
方
法
と
そ
の
手
続
き
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
》

本
年
６
月
１
日
現
在
に
お
い
て
昨
年

と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ
ラ
リ

今
回
、
昭
和
顕
年
分
所
得
税
の
特
別
－
マ
ン
は
、
６
月
’
７
月
ご
ろ
、
勤
務

減
税
が
行
わ
れ
、
次
の
金
額
が
還
付
さ
先
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
《
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合
》

還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
６
千
事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し
て

弓
、
空
廉
吋
家
兄
禺
者
や
快
養
親
族
は
納
税
し
た
人
は
、
６
月
末
ご
ろ
に
税
務

個人の住民税 は

のようなし く みで
声
」

署
か
ら
特
別
減
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に
同

封
し
て
あ
る
還
付
請
求
書
用
紙
に
所
要

の
事
項
を
記
入
し
て
、
税
務
署
に
送
り

返
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
ま
す
と
、

住
民
税
は
、
・
県
や
市
の
住
民
が
そ
れ

ぞ
れ
の
県
や
市
に
対
し
て
納
税
す
る
も

の
で
す
。

個
人
の
住
民
税
を
納
め
る
人
は
、
県

や
市
の
住
民
で
す
が
、
具
体
的
に
は
次

の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
ど

う
か
、
ま
た
事
務
所
な
ど
を
有
す
る
か

ど
う
か
は
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
現
在

納
税
義
務
者

市
内
に
住
所
を

有
す
る
個
人

市
内
に
事
務
所
、

事
業
所
又
は
家
屋

敷
を
有
す
る
個
人

で
、
そ
の
市
内
に

住
所
を
有
し
な
い

個
人所

得
税
が

還
付
さ
れ
ま
す

納
め
る
べ
き
税
額

均
等
割
額
及
び
所

得
割
額
の
合
算
額

均
等
割
額

ー

税
務
署
か
ら
還
付
金
の
支
払
通
知
書
が
Ⅷ

送
ら
れ
て
き
ま
す
か
ら
、
こ
の
支
払
通
咄

知
書
に
よ
っ
て
郵
便
局
で
還
付
金
を
受
Ⅷ

取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

《
そ
の
他
の
人
の
場
合
》

今
年
に
な
っ
て
５
月
末
ま
で
に
退
職
川

し
た
人
や
、
昨
年
中
途
で
退
職
し
た
人
岬

な
ど
は
、
税
務
署
へ
還
付
請
求
を
し
て
川

く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、
昭
和
兜
年
分
の
確
定
中
仙

告
害
を
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
期
限
畑

後
の
確
定
申
告
を
し
て
、
特
別
減
税
を
Ⅷ

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
日
立
税
務
署
へ
‐

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
‐

の
状
況
で
判
断
さ
れ
ま
す
。

▼
今
年
度
の
個
人
の
住
民
税
の
所
得
控

除
額
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
基
礎
控
除
額
別
万
円

○
配
偶
者
控
除
額
訓
万
円

○
扶
養
控
除
額
四
万
円

○
障
害
者
控
除
、
老
年
者
控
除
、
寡

婦
控
除
及
び
勤
労
学
生
控
除
の
額

蝸
万
円

○
特
別
障
害
者
控
除
額
加
万
円

○
老
人
扶
養
控
除
及
び
配
偶
者
の
い

な
い
世
帯
の
１
人
目
の
扶
養
親
族

に
係
る
控
除
の
額
加
万
円

○
こ
の
外
に
雑
損
控
除
、
医
療
費
控

除
、
社
会
保
険
料
控
除
患
小
規
棋

企
業
共
済
掛
金
控
除
、
生
命
保
険

料
控
除
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

支
払
っ
た
金
額
に
よ
り
一
定
の
額

が
控
除
さ
れ
ま
す
。

○
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
又

は
寡
婦
に
つ
い
て
の
非
課
税
の
範

囲
は
年
所
得
金
額
帥
万
円

▼
上
記
の
各
種
所
得
控
除
額
に
よ
り
例

を
と
っ
て
住
民
税
所
得
割
額
を
計
算

し
て
攻
ま
す
と

（
例
１
）

夫
が
給
与
所
得
者
で
妻
と
子
供
２
人

の
家
族
の
場
合

砲
年
中
の
給
与
収
入
金

２
，
０
０
０
０
０
０
円

給
与
所
得
金
額

⑧
：
・
・
：
１
２
５
０
，
０
０
０
円

社
会
保
険
料
控
除
額６

５
，
０
０
０
円

生
命
保
険
料
控
除
額３

５
０
０
０
円

配
偶
者
控
除
額
２
０
０
，
０
０
０
円

扶
養
控
除
額
３
８
０
０
０
０
円

、

含
シ
ご
Ｐ
Ｃ
Ｓ
田
×
画
シ
）

基
礎
控
除
額
２
０
０
０
０
０
円

、

所
得
控
除
額
計

Ｂ
・
・
：
‐
・
８
８
０
，
０
０
０
円

⑧
ｌ
⑧
３
７
０
，
０
０
０
円

市
民
税
ａ
ご
己
ｇ
田
×
函
誤
）
Ｉ

い
つ
ｇ
田
Ⅱ
少
］
ｇ
四
・
・
・
ａ

県
民
税
雪
Ｐ
Ｃ
ｇ
田
×
画
誤
Ⅱ
ヨ
き

三
型
・
：
豆

』

＝

値
十
。
１
５
５
０
０
円

所
得
割
額
１
５
５
０
０
円

、

（
例
２
）

夫
が
自
営
業
者
で
妻
が
白
色
専
従
者

子
供
２
人
と
夫
の
両
親
（
夫
の
父
岡
歳

夫
の
母
閉
歳
）
の
家
族
の
場
合

営
業
所
得
金

間
・
・
・
…
１
，
５
０
０
，
０
０
０
円

社
会
保
険
料
控
除
額

、

８
５
０
０
０
円

生
命
保
険
料
控
除
額３

５
，
０
０
０
円

扶
養
控
除
額
７
７
０
，
０
０
０
円

口
シ
ご
Ｐ
ｇ
Ｃ
型
×
四
湯
Ⅱ
弓
Ｐ
ｇ
ｃ
田

老
人
扶
養
控
除
Ｈ
ン
ｇ
Ｐ
ｇ
Ｃ
頭
）

基
礎
控
除
額
２
０
０
，
０
０
０
円

所
得
控
除
額
計

⑧
．
．
…
．
１
０
９
０
０
０
０
円

、

、

㈲
ｌ
⑧
４
１
０
０
０
０
円

、

市
民
税
（
筐
Ｐ
Ｃ
Ｓ
国
×
四
誤
）
ｌ

要
つ
ｇ
田
Ⅱ
Ｐ
ぎ
つ
田
：
。
◎

県
民
税
虐
争
ｇ
三
山
×
画
設
Ⅱ
酸
９

つ
里
…
豆

ｐ
＋
⑪
１
７
，
５
０
０
円

所
得
割
額
１
７
，
５
０
０
円

⑯
所
得
割
の
税
率
に
つ
い
て
は
納
付
害

の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
所
得
割
は
所
得
控
除
後
の
金
額
に
一

定
の
率
で
繩
税
さ
れ
ま
す
が
、
住
民
税

の
場
合
、
所
得
割
の
外
均
等
割
と
し
て

県
民
税
３
０
０
円
、
市
民
税
７
０
０
円

計
１
，
０
０
０
円
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
税
務
課
（

内
線
２
１
１
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

I
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灘
青年会議所で芝張り奉仕、清掃の日●まちの玄関をきれいに

市内が一望できる滝神社周辺をきれいにしよう－と高

まちの玄関口をきれいにしよう と高萩市地域婦人団 萩青年会議所（若松健一理事長）では、滝神社下の滝坂広

体連絡会（大森キク会長）では、毎月第3日曜日の「家庭 場1,600㎡をきれいに整備し、サクラ、ツツジ、モクレン

の日」 「清掃の日」に駅前の清掃をしています。 などを植え、 また地面に芝を張るなどの奉仕をしました。

この清掃は、婦人会で環境美化運動の一環として行なつ かっては、サクラの花が咲く4月には、市民のいこいの

ているもので、さる48年から続けて行われています。 場として利用されていただけに、今後は、 きれいに芝がは

「 《《ごぐろうさんです,， と声をかけられるときもありま える環境にめぐまれた広場として、みなさんに利用される
すよ。ありがたいですね。 」と大森さんは話していました ことでしょう。 また、ボーイスカウトも協力して、一枚一

枚ていねいに芝を張って1J､ました。

巧〃f勿鰯fff"〃"f"妬"”“f”勿勿f"〃〃〃f〃"勿勿勿勿〃〃f秘”勿勿""〃"勿勿f”勿勿"f〃銘"勿勿勿勿〃'〃〃”ﾂりり〃f"〃〃勿勿勿勿"搦勿勿勿‘〃〃'〃〃勿勿うぅ勿吻ｸ勿勿"〃〃り勿勿〃ﾂｸ勿劣〃〃〃"f〃ｸｸ労〃〃必〃〃ぅ妬〃〃〃〃"〃''5〃勿勿〃‘"勿勿〃‘f勿笏”

息､、

ー

献
血
と
は
、
お
互
い
の
助
け
合
い
の

精
神
に
よ
っ
て
、
無
償
で
輸
血
を
必
要

と
す
る
人
の
た
め
に
血
液
を
提
供
す
る

こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
い
ま
健
康
で
も
、
い
つ
、

ど
ん
な
時
に
病
気
や
災
害
に
み
ま
わ
れ

る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
に
尊

い
命
を
守
り
合
う
た
め
に
、
献
血
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

一ご－

献
血
は
お
互
い
の
た
め
に

７
月
１
日
か
ら
１
か
月
間
、
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
が
全
国
的
に
展

開
さ
れ
ま
す
。
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
夏
に
な
る
と
、
海
や
山
へ
出
か
け
る
人

が
多
い
う
え
、
暑
さ
で
献
血
者
が
減
っ
て
、
献
血
用
血
液
が
不
足
す
る
た
め
に

全
国
的
に
み
な
さ
ん
か
ら
献
血
を
呼
び
か
け
る
わ
け
で
す
。

広げよう献血の輪

｢愛の血液助け合い運動」 始まる

了に’ 1 日から

夏
は
血
液
が
不
足

「
社
内
の
Ａ
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
異
常

出
産
で
出
血
多
量
と
な
り
、
Ａ
型
の
血

液
を
求
め
て
い
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ

る
方
が
い
ら
つ
し
や
い
ま
し
た
ら
・
・
・
。
」

会
社
の
掲
示
板
な
ど
で
こ
の
よ
う
な
は

り
紙
を
、
ご
ら
ん
に
な
っ
た
方
も
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
．

こ
の
よ
う
に
血
液
の
供
給
量
は
ま
だ

十
分
で
は
な
く
、
と
く
に
夏
に
は
不
足

が
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
病

院
で
は
患
者
を
通
じ
て
一
定
量
の
血
液

鍵蝋毒

; :ド鯛

を
集
め
る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
要
請
し

ま
す
。
し
か
し
、
友
人
、
知
人
か
ら
献
血

を
仰
ぐ
と
い
っ
て
も
限
度
が
あ
り
、
患

者
の
家
族
の
負
担
は
大
変
な
も
の
で
す

そ
こ
で
、
医
療
に
要
す
る
血
液
を
献

血
に
よ
っ
て
十
分
確
保
し
よ
う
と
毎
年

厚
生
省
、
県
、
日
本
赤
十
字
社
が
中
心

に
な
っ
て
推
進
し
て
い
る
の
が
「
愛
の

血
液
助
け
合
い
運
動
」
で
す
。

献
血
す
る
に
は

献
血
す
る
た
め
に
は
、
各
血
液
セ
ン

タ
ー
に
直
接
出
向
い
て
献
血
し
て
い
た

だ
く
方
法
と
、
血
液
セ
ン
タ
ー
に
愛
の

献
血
車
が
準
備
さ
れ
、
車
に
よ
っ
て
移

動
し
な
が
ら
採
血
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
献
血
の
趣
旨
に
は
賛
成
で
あ
っ
て
も

中
に
は
献
血
で
き
な
い
人
も
い
ま
す
。

で
き
る
人
の
基
準
は
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

満
妬
歳
以
上
．
砺
歳
未
満
。
体
重
は

男
性
が
妬
キ
ロ
、
女
性
は
伽
キ
ロ
を
超

え
る
方
で
、
前
回
の
献
血
か
ら
紅
か
月

以
上
た
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

女
性
の
場
合
、
妊
娠
中
と
か
産
後
６

か
月
以
内
の
方
は
献
血
で
き
ま
せ
ん
。

採
血
は
２
０
０
“

献
血
の
１
回
の
量
は
２
０
０
“
で
、

お
よ
そ
普
通
の
コ
ッ
プ
一
杯
分
と
思
え

ば
よ
い
で
し
ょ
う
。
太
い
注
射
器
で
、

そ
ん
な
に
血
液
を
と
ら
れ
る
と
「
貧
血

に
な
る
の
で
は
？
」
と
ふ
と
心
配
に
な

る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
身
体
に
は

造
血
作
用
が
あ
っ
て
、
数
日
で
元
通
り

一



(5） 市報たかはぎ 昭和53年6月

昭
和
砲
年
度
か
ら
、
高
萩
の
む
か
し

話
の
収
集
を
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
が

お
か
げ
さ
ま
で
、
数
多
く
の
む
か
し
話

伝
説
等
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
在
も
た
く
さ
ん
の
人
禽
の
収
録
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
部
を

こ
れ
か
ら
連
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
話
を
、
ご
ぞ
ん
じ
の

方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
教
育
委
員
会
内
高
萩
の
民
話
調

査
編
集
委
員
会
電
③
１
１
３
１

I
た
読
職
這
の

鶴 鵜

認

鱗
鬘
(その①）

１
１ 鵜

話
者
上
手
綱
長
谷
部
サ
イ

そ
の
き
れ
い
な
娘
が
、
猿
に
そ
の
爺

さ
ん
が
助
け
ら
つ
ち
え
、
そ
ん
で
こ
ん

だ
望
み
の
も
の
や
つ
ぺ
っ
た
ら
、
そ
の

娘
、
嫁
に
く
る
っ
て
猿
か
ら
言
わ
つ
ち

え
、
そ
の
娘
を
く
れ
て
や
っ
た
け
ど
娘

は
猿
の
か
か
あ
に
な
ん
の
が
い
や
で
、

そ
ん
で
こ
ん
だ
餅
つ
い
て
家
へ
持
っ
て

ゆ
く
。何
さ
入
れ
て
持
っ
て
い
く
く
っ
て
言

っ
た
ら
、
俺
げ
の
人
は
、
鍋
さ
入
れ
で

ぐ
と
鍋
く
さ
い
っ
て
言
う
。
木
さ
入
れ

て
持
っ
て
ゆ
く
と
お
鉢
ぐ
さ
い
っ
て
言

I
石滝老人クラブの協力で

花貫花だんにカンナを

さる4月26日、市では花貫花だん（国道6号線脇）に石滝老

人クラブのみなさんの協力を得て、 カンナを植えました。

これは、昨年の秋に咲き終ったカンナの球根を堀り起こし、

貯蔵しておいたものを植えたものです｡石滝老人クラブは､長い

間にわたり花貫花だんの除草や､花の植栽に協力を続けています。

夏には、真赤に花をつけたカンナか、国道6号線を通るト．ラ

イバーの目を楽しませてくれることでしょう。

猿
の
お
方

１

I
甲
Ⅲ
Ａ
ｒ
ｌ
ｆ

…，
ト
ト
ト
１
ト
ト

■
甲
Ａ
Ｖ
・
凸
凹
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
１
７
ｊ
Ⅲ
Ｉ
、
１
ｉ
ｌ
ｊ
１
１
１
４
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献
血
連
合
会
で

呼
び
か
け

高
萩
献
血
連
合
会
（
吉
久
保
哲
也
会

長
）
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
献
血
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

こ
の
献
血
連
合
会
は
、
昨
年
ｎ
月
に

結
成
さ
れ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
た
め

に
常
に
十
分
な
血
液
を
確
保
し
て
、
尊

い
生
命
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
市

内
の
企
業
や
各
種
団
体
、
市
内
に
居
住

ま
た
は
、
勤
務
し
て
い
る
方
で
、
連
合

会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
方
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
会
員
に
加
入
し
て
い
る
の
は

に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
日
常
生
活
や

健
康
に
も
差
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
仕
事
を
続
け
て
も
大
丈
夫
で
す
。

い
て
い
た
ん
だ
っ
て
。

「
こ
の
桜
の
花
き
れ
い
だ
か
ら
、
家

さ
持
っ
て
行
く
か
ら
一
枝
と
っ
て
く
れ

ろ
。
」
っ
て
猿
に
言
つ
た
っ
て
。
猿
は

う
す
を
し
よ
っ
た
ま
ま
、
木
さ
の
ぽ
つ

う
か
ら
、
う
す
を
し
よ
っ
て
、
そ
し
て

嫁
さ
ん
の
家
さ
餅
を
し
よ
っ
て
行
っ
た

ん
だ
っ
て
、
来
た
ど
き
に
桜
の
花
が
咲

H

グ

て
と
つ
ぺ
と
す
っ
と
「
今
ち
Ｉ
と
上
の

枝
と
っ
て
く
れ
ろ
。
」
「
今
ち
ｌ
と
上

の
枝
と
っ
て
く
れ
ろ
。
」
っ
て
だ
ん
だ

ん
に
上
さ
の
ぼ
っ
て
ゆ
く
。

し
だ
い
に
枝
が
細
く
な
っ
て
、
弓
の

よ
う
に
曲
つ
ち
や
っ
た
。
う
す
し
よ
っ

て
重
い
か
ら
、
な
ん
ぽ
猿
で
も
「
ボ
タ

ー
ン
」
っ
て
お
つ
こ
つ
ち
や
っ
て
、
う

す
の
下
に
な
っ
て
死
ん
ち
や
つ
た
っ
て

そ
の
す
き
に
嫁
さ
ん
は
、
「
は
あ
、

か
ん
ま
ね
え
死
ん
じ
や
つ
た
っ
て
、
ト

ッ
ト
、
ト
ッ
ト
と
家
さ
ぬ
げ
て
帰
っ
て

き
た
。
ん
だ
か
ら
、
猿
も
木
か
ら
落
ち

る
っ
て
言
う
。
（
こ
れ
は
、
話
者
の
話

し
言
葉
を
そ
の
ま
ま
書
き
起
し
た
も
の

で
す
。

卿
事
業
所
や
各
種
団
体
な
ど
で
、
２
，

５
５
０
名
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
高
萩
で
の
献
血
者
確
保
目
煙

9月ま‐での献血予定

ー

7月の日曜診療のお知らせ

診療時間は午前9時から午後4時まで

本
数
は
、
１
，
３
０
９
本
で
し
た
が
、

車
の
移
動
燕
莎
凪
で
は
、
１
，
３
１
８
本

で
、
血
液
セ
ン
タ
ー
で
の
定
置
採
血
が

媚
本
の
計
１
，
３
６
６
本
の
採
血
と
な

、
り
１
０
３
．
４
パ
ー
セ
ン
ト
の
実
績

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
実
績
は
、
県
内
で
４
番
目
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
９
月
ま
で
の
献
血
予
定
が

次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

車
で
献
血
に
こ
ら
れ
る
方
は
、
駐
車

場
が
確
保
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

高
萩
献
血
連
合
会
へ
の
加
入
や
、
手

続
き
な
ど
は
、
衛
生
課
（
内
線
２
８
８
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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7月2日
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